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視察を終えて

今回視察させていただいたコマツ IoT セ
ンタ近畿では、ICT 建機のデモンストレー
ションやドローンのデモ飛行を間近で見るこ
とが出来、ICT 建機の試乗も体験させてい
ただき、これからの建設現場は、このよう
になるんだということを実感しました。

1.ICT施工とは1.ICT施工とは

広報委員会(松下進一委員長)では、10月25日㈮に、建設業界に
おいて労働力不足が予想される中にあって「建設現場における生
産性を向上させ、魅力ある建設現場を目指す」取り組みのために、
近年急速に普及している建設現場におけるICT技術の先端を行く、
コマツIoTセンタ近畿を視察しました。

建設工事の調査、設計、施工、監督、検査、維持管理という生産工程において、ICT(情報通信技術)を使っ
て生産性の向上や品質の確保等を図るシステムです。
施工工程の中でICT施工の建設機械は位置情報と3次元設計データを照合比較し、作業機械のオペレータ操

作支援をしたり自動制御を行い、従来必要とされていた丁張りや施工作業中の作業が大幅に削減できます。
また、建設機械のそばで行う測量作業等が削減できるため、安全性も向上します。

2.コマツの取り組み2.コマツの取り組み

①マシンコントロールの ICT建機市場導入
　　・2013年～ ICTブルドーザ
　　・2014年～ ICT油圧ショベル
②市場導入後に直面した課題
　　・前後工程にボトルネック(掘削が進んでも運搬が伴わない等 )が発生し、生産性が上がらない
　　・施工する土量が正確に解らない、施工計画が作成できない
　　・ICT建機による施工は施工全体の一部に過ぎず、施工全体の生産性向上には大きく寄与できていない
③顧客が直面する課題を顧客と一緒に、現場で解決するため2015年 2月にスマートコンストラクションを開始

施工効率の向上

施工精度の向上

高速道路ランプウェイ形状 社内テスト施工時間の比較例

仕上げ面と許容値の関係

安全性の向上

法面整形作業状況比較

環境負荷の低減

高速道路ランプウェイ形状 社内テスト施工での試算例

３次元設計データをもとに切土、盛土の確認ができます。
丁張り、ワイヤ設置作業、敷き均し回数、検測回数が減るこ
とにより、大幅な工期短縮とコストの削減が図れます。さら
に、カーブやインターチェンジなどの複合こう配で曲面が多
い複雑な施工や、目視が困難な夜間作業でも効率良く施工
が行えます。

あらかじめ入力した3次元設計データをもとに施工す
るので、建設機械周辺での測量や作業指示、作業補助が
削減され、安全に作業が行えます。

3次元設計データをもとに建設機械の作業機を高精度
に制御しているので、仕上げ面精度が向上します。オペ
レータの技術に左右されること無く施工が可能です。

建設機械の効率的な稼動で燃料消費量が低減。さらに
施工精度が良いために計画通りに施工ができ、建設資材が
余るようなこと等が少なくなります。結果としてCO₂の排
出量の抑制に繋がり、環境負荷を低減します。

3次元データをフル活用し、現場全体像の「見える化」で
安全で生産性の高いスマートな「未来の現場」を実現
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工事名称 袋井市総合体育館整備及び運営事業
工事場所 袋井市久能１９１２－１
発 注 者 袋井市長　原田　英之

施工期間 着手2017年11月1日～竣工2020年4月予定 プレオープン：2019年12月1日  供用開始：2020年4月1日
構　　造 鉄筋コンクリート造、一部鉄骨、地上2階建て
敷地面積 約37,000平方㍍
建築面積 約6,281平方㍍　延床面積：約8,691平方㍍

諸　　室 メインアリーナ、トレーニングエリア、 コミュニティエリア、管理等施設
代表企業 大和リース浜松営業所

構 成 員
 東急建設静岡営業所、丸明建設、

 大和リース浜松営業所、静岡ビル保善、
 シンコースポーツ
協力企業 環境デザイン研究所、アート総合設計

【施設説明】

さわやかアリーナ袋井市総合体育館
建設

ステーション

中
東
遠
の

　

 

神
社
を
訪
れ
る

中
東
遠
の

　

 

神
社
を
訪
れ
る5

工
事
概
要

袋井市は、公共施設の設計・建設・維持管理・運営に民間の資金やノウハウを活用するPFI（民間資金活用）手法を用いるた
め、整備・運営者を募集し、2017年に事業契約を締結しました。現在、12月１日のプレオープンを目指しています。供用開始予定は
2020年４月１日です。
施設整備方針は「してみよう、見てみよう、支えてみようの意欲を喚起する市民の体育館」。

メインアリーナの広さは約1,896平方㍍。観覧席は固定500席あり、可動式が約540席。観覧席
はアリーナにせり出しているため、より選手を近くに感じ、臨場感あふれるスポーツ観戦を楽しめ
るのが特徴です。
また、総合体育館をより市民に親しんでもらうために、ネーミングライツパートナーを募集。その
結果、レストラン事業を手掛ける「さわやか」が応募した「さわやかアリーナ袋井」に決定しました。

広大な敷地にはウォーキングコースも エントランスホール

メインアリーナ

子ども向けの遊具も配置キッズルーム

ご
由
緒

ご
由
緒

今
か
ら
千
二
百
年
程
前

の
こ
と
、
征
夷
大
将
軍
の

坂
上
田
村
麻
呂
に
よ
っ
て

山
名
の
神
社
と
し
て
建
立

さ
れ
た
の
が
始
ま
り
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。建
武
二

年
（
一
三
三
五
）に
は
足

利
尊
氏
や
直
義
か
ら
寄
進
や
社
領
の
安
堵
を
受
け
ま

し
た
。

天
正
年
間
（
一
五
七
三
〜
一
五
九
二
）に
は
、武
田

の
兵
火
に
よ
っ
て
社
殿
は
灰
燼
に
帰
し
て
い
ま
す
が
、天

正
十
八
年（
一
五
九
〇
）地
頭
の
本
間
源
三
郎
が
再
建

し
、寛
永
十
五
年（
一
六
三
八
）に
久
野
城
主
北
条
氏

重
に
よ
っ
て
現
在
の
場
所
へ
移
築
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
檜
皮
葺
き
屋
根
の
本
殿
は
三
間
流
造
り
と
呼

ば
れ
る
社
殿
建
築
で
、
昭
和
二
十
五
年
に
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

冨
士
浅
間
宮
の
ご
祭
神

冨
士
浅
間
宮
の
ご
祭
神

ご
本
殿
に
祀
ら
れ
て
い
る
神
様（
祭
神
）は
一
柱
で
す
。

木
花
開
耶
姫
命（
こ
の
は
な
さ
く
や
ひ
め
の
み
こ
と
）　

本
名
を
神
阿
多
都
比
売（
か
む
あ
た
つ
ひ
め
）・神
吾
田

津
姫（
か
む
あ
た
つ
ひ
め
）と
いい
ま
す
。

冨
士
浅
間
の
神
が
木
花
開
耶
姫
命
と
な
っ
た
の
は
、

山
の
神
で
国
津
神
の
長
で
あ
る
オ
オ
ヤ
マ
ツ
ミ
ノ
神
の

秀
麗
な
娘
で
、火
山
と
い
う
強
大
な
火
を
制
御
す
る
霊

力
を
秘
め
た
女
神
だ
っ
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
な
く
も
あ

り
ま
せ
ん
。

第
五
回
は
、袋
井
市
国
本
に
あ
る「
冨
士
浅
間
宮
」を
紹
介
し
ま
す
。

遠
江
国
の
三
之
宮
と
し
て
祀
ら
れ
、多
く
の
人
々
か
ら
心
の
よ
り
所
と

し
て
崇
敬
さ
れ
、今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

年
中
行
事

年
中
行
事

毎
年
、一
月
三
日
に
は
拝
殿
を
舞
台
に
お
米
の
豊

作
を
祈
る
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
元
住
民
の
交
通
安
全
祈
願
祭
、
豊
作
祈
願
の

籤
占
い
に
続
い
て『
田
遊
び
』と
な
り
ま
す
。

『
田
遊
び
』で
は
、
拝
殿
床
を
田
ん
ぼ
に
見
立
て

て
、
お
米
作
り
の
ま
ね
ご
と
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま

ず
、「
田
起
こ
し
」か
ら
で
、柳
の
枝
を
鍬
に
見
立
て

て
、床
を
耕
す
よ
う
に
打
ち
付
け
ま
す
。
大
き
な
音

を
た
て
て
悪
い
も
の
を
追
い
払
う
意
味
を
持
っ
て
い
ま

す
。
次
は
「
田
植
え
」
で
す
。
神
職
の
田
植
え
歌
が

う
た
わ
れ
る
中
、
床
板
の
隙
間
に
、
榊
の
葉
や
小
枝

を
苗
に
見
立
て
た
田
植
え
が
行
わ
れ
ま
す
。田
植
え

の
後
、破
魔
矢
が
放
た
れ
ま
す
。

二
月
十
一
日
　
祈
念
祭

十
月
第
二
週
の
土
日
曜
日
　
秋
季
の
例
大
祭

十
一
月
二
十
三
日
　
新
嘗
祭

袋
井
市
国
本 

冨
士
浅
間
宮

袋
井
市
国
本 

冨
士
浅
間
宮

　

神
話
で
は
、
日
向
に
降
臨
し
た
天
照
大
御
神
の

孫・ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
と
、
笠
沙
の
岬
で
出
逢
い
、
神
子

を
も
う
け
、天
皇
家
の
始
祖
で
あ
る
神
武
天
皇
に
至

る
系
譜
の
元
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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協
会
活
動
報
告

協
会
活
動
報
告
令和元年
7月～10月

7
／
9（
火
） 令
和
元
年
度 

第
2
回
理
事
会

●
就
業
規
則
の
改
正

●
磐
田
農
業
高
等
学
校
等
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施

●
袋
井
土
木
事
務
所
及
び
中
遠
農
林
事
務
所
と
の
意
見

　
交
換
会
開
催

●
防
災
用
小
型
Ｉ
Ｐ
通
信
機
の
検
証

●
消
防
設
備（
非
常
警
報
設
備・避
難
誘
導
灯
）の
改
修

●
道
路・河
川
愛
護
運
動
の
実
施
計
画

●
委
員
長
報
告　
ほ
か

9
／
3（
火
） 令
和
元
年
度 

第
3
回
理
事
会

●
袋
井
土
木
事
務
所・中
遠
農
林
事
務
所
と
の
意
見
交

　
換
会
開
催

●
豚
コ
レ
ラ
防
疫
対
応
協
会
員
の
枠
組
み
決
定

●
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施
結
果

●「
建
築
部
会
に
よ
る
現
場
見
学
会
」の
開
催

●
令
和
元
年
度
静
岡
県
建
設
業
協
会
県
下
一
斉
情
報

　
伝
達
訓
練

●
道
路
愛
護・河
川
美
化
活
動
の
活
動
実
績

●
静
岡
理
工
科
大
学
と
の
交
流
事
業
の
実
施
等

●
委
員
長
報
告　
ほ
か

10
／
15（
火
） 令
和
元
年
度 

第
4
回
理
事
会

●
令
和
２
年
度
会
員
研
修
の
実
施

●
令
和
２
年「
新
年
の
つ
ど
い
」企
画
内
容

●
西
部
地
域
道
路
啓
開
実
動
訓
練
へ
の
参
加
・
協
力

　
要
請

●「
第
36
回
静
岡
県
建
設
業
協
会
建
設
も
の
創
り
大

　
賞
」の
推
薦

●
委
員
長
報
告　
ほ
か

■
正
副
会
長
会
議

7
／
9（
火
）、9
／
3（
火
）

理
事
会
上
程
議
案
及
び
報
告
事
項

9
／
19（
木
）

協
会
会
費
検
討
ほ
か

10
／
15（
火
）

理
事
会
上
程
議
案
及
び
報
告
事
項

■
技
術
委
員
会　
土
木
部
会

7
／
25（
木
） 

第
2
回
土
木
部
会

　
・技
術
者
講
習
会
の
実
施

　
・生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
品
質
管
理
監
査
立
会
に
つ
い
て

7
／
25（
木
） 

第
2
回
技
術
者
講
習
会・第
35
回
技
術　

　
発
表
会【
参
加
者
89
名
】

8
／
8（
木
） 

第
17
回
親
子
現
場
見
学
会

　
【
参
加
者
43
名（
内
、親
子
16
組
32
名
）】

　
見
学
先：太
田
川
ダ
ム（
森
町
）・小
國
神
社（
森
町
）

10
／
25（
金
）〜
26（
土
）　
取
材
研
修

　
【
コ
マ
ツ
Ｉｏ
Ｔ
セ
ン
タ
近
畿・大
阪
府
立
狭
山
池
博
物
館
】

■
技
術
委
員
会　
建
築
部
会

7
／
29（
月
） 

第
2
回
建
築
部
会

　
・現
場
見
学
会
及
び
静
岡
理
工
科
大
学
と
の
交
流
会
開
催
の
検
討

8
／
21（
水
） 

第
3
回
建
築
部
会

　
・現
場
見
学
会
及
び
静
岡
理
工
科
大
学
と
の
交
流
会
開
催

　

 

計
画
の
確
認

9
／
20（
金
） 

現
場
見
学
会【
参
加
者
9
名
】

　
・袋
井
消
防
庁
舎「
免
震
構
造
研
修・見
学
」（
袋
井
市
国
本
）

■
技
術
委
員
会　
Ｉ
Ｔ
対
策
部
会

7
／
11（
木
） 

第
３
回
Ｉ
Ｔ
対
策
部
会

　
第
2
回
Ｉ
Ｔ
講
習
会
開
催
に
つ
い
て

7
／
11（
木
） 

第
1
回
Ｉ
Ｔ
講
習
会

　
・「
建
設
業
の
働
き
方
改
革
を
支
援
す
る D

ocuW
orks

　

  

ソ
フ
ト
活
用
講
座・基
礎
編
」【
参
加
者
20
名
】

7
／
18（
木
） 

第
4
回
Ｉ
Ｔ
対
策
部
会

　
第
3
回
Ｉ
Ｔ
講
習
会
開
催
に
つ
い
て

7
／
18（
木
） 

第
2
回
Ｉ
Ｔ
講
習
会

　
・「
建
設
業
の
働
き
方
改
革
を
支
援
す
るD

ocuW
orks 

   　
ソ
フ
ト
活
用
講
座・応
用
編
」【
参
加
者
20
名
】

8
／
1（
木
） 

第
5
回
Ｉ
Ｔ
対
策
部
会

　
・3
D
C
A
D
講
習
会
開
催
に
つ
い
て

8
／
1（
木
） 

第
3
回
Ｉ
Ｔ
講
習
会

　
・「
電
子
小
黒
板『
蔵
衛
門
P
a
d
』活
用
講
座
」

　

  【
参
加
者
11
名
】

8
／
22（
木
） 

情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
」説
明
会

　

  【
参
加
者
67
名
】

　
・情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
の
運
用
と
操
作
方
法

10
／
25（
金
） 

第
6
回
Ｉ
Ｔ
対
策
部
会

　
・令
和
元
年
度
視
察
研
修
の
実
施
に
つ
い
て

8
／
19（
月
） 

「
豚
コ
レ
ラ
防
疫
対
策
研
修
会
及
び
行
動
計

　
画
説
明
会
」【
参
加
会
員
45
社
】　

　
・豚
コ
レ
ラ
防
疫
対
応
の
概
要
と
協
会
の
役
割
分
担
等

　
・協
会
員
の
割
付
及
び
役
割

8
／
19（
月
） 

第
3
回
環
境・災
害
対
策
委
員
会　

　
・豚
コ
レ
ラ
防
疫
対
応
行
動
計
画
今
後
の
取
組
み

　
・鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
防
疫
対
応
行
動
計
画
策
定
会
議
の

　

  

開
催　
ほ
か

8
／
23（
金
） 

静
岡
県
西
部
方
面
本
部
運
営
訓
練
参
加

8
／
27（
火
） 

静
岡
県
建
設
業
協
会
県
下
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

8
／
27（
火
） 

災
害
支
援
協
定
に
基
づ
く
各
種
報
告
書

　

  

作
成・提
出

　
・浜
松
河
川
国
道
事
務
所
、袋
井
土
木
事
務
所　
ほ
か

8
／
27（
火
） 

緊
急
通
行
車
両
事
前
届
出
提
出

　
・袋
井
土
木
事
務
所

8
／
29（
木
）　
令
和
元
年
度
道
路
愛
護
運
動
実
績
報
告
書

　

  

提
出

　
・提
出
先：袋
井
土
木
事
務
所

　
・道
路
愛
護・河
川
美
化
活
動
実
績

　

  

5
／
30（
木
）〜
8
／
29（
木
）（
管
内
4
市
1
町
）

　
【
道
路
愛
護：参
加
企
業 

109
社 

参
加
者 

延
べ
335
名
】

　
【
河
川
美
化：参
加
企
業 

73
社 

参
加
者 

延
べ
114
名
】

9
／
10（
火
） 

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
防
疫
対
応
行
動
計
画

　

  

策
定
会
議

　
・対
象
会
員
の
割
付
及
び
役
割
分
担
ほ
か

9
／
12（
木
） 

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
防
疫
対
応
行
動
計
画

　

  

策
定
会
議

　
・対
象
会
員
の
割
付
及
び
役
割
分
担
ほ
か

9
／
24（
火
） 

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
防
疫
対
応
行
動
計
画
の

　
策
定
に
係
る
レ
ン
タ
ル
会
社
と
の
打
合
せ
会
議

10
／
4（
金
）　
災
害
協
定
対
象
農
業
用
施
設
現
地
確
認
研
修

　
・掛
川
市
他
2
市
9
箇
所【
参
加
者
35
名
】

10
／
9（
水
）　
災
害
協
定
対
象
農
業
用
施
設
現
地
確
認
研
修

　
・磐
田
市
他
2
市
1
町
7
箇
所【
参
加
者
27
名
】

10
／
23（
水
） 

第
４
回
環
境・災
害
対
策
委
員
会

　
・鳥
イ
ン
フ
ル・豚
コ
レ
ラ
行
動
計
画
資
料
の
確
認
と
配
布 

ほ
か

10
／
28（
月
）　
西
部
地
域
豚
コ
レ
ラ
防
疫
演
習
参
加

　
・中
遠
総
合
庁
舎【
参
加
者
8
名
】

10
／
8（
火
） 

監
理
技
術
者
講
習【
参
加
者
21
名
】

7
／
22（
月
） 

第
2
回
環
境・災
害
対
策
委
員
会　

　
・豚
コ
レ
ラ
防
疫
対
応
行
動
計
画
の
枠
組
み

　
・「
安
否
コ
ー
ル
」シ
ス
テ
ム
戸
別
訪
問

9
／
10（
火
）〜
10
／
9（
水
）

　
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
品
質
管
理
工
場
立
入
監
査
立
会

　
・６
日
間
、８
箇
所
、８
名

■
環
境・災
害
対
策
委
員
会

■
各
種
研
修
会・講
習
会

10
／
20（
日
） 

グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
ー
ブ
活
動
参
加　
　
　
　

　
・浅
羽
東
同
笠
海
岸　
【
参
加
者
9
名
】

■
そ
の
他
の
行
事

■
安
全
委
員
会

7
／
5（
金
） 

第
3
回
安
全
委
員
会

　
・安
全
大
会
の
実
施
に
つ
い
て

7
／
5（
金
） 

第
33
回
袋
井
地
区
建
設
業
安
全
大
会

　
【
参
加
者
75
名
】（
袋
井
建
設
業
会
館
）

8
／
27（
火
） 

第
4
回
安
全
委
員
会

　
・安
全
研
修
会
の
実
施
に
つ
い
て

8
／
27（
火
） 

令
和
元
年
度
安
全
研
修
会

　
・安
全
講
話「
建
設
現
場
に
お
け
る
労
働
災
害
防
止
に

　

 

つ
い
て
」講
師：建
災
防
安
全
管
理
士　
若
林 

茂
樹
氏

　

 

ほ
か
3
名【
参
加
者
71
名
】

9
／
26（
木
）、27（
金
）

　
第
56
回
全
国
建
設
業
労
働
災
害
防
止
大
会
参
加

　
　
（
福
岡
国
際
セ
ン
タ
ー 

ほ
か
）【
参
加
者
14
名
】

10
／
11（
金
）　

　
第
46
回
静
岡
県
建
設
業
労
働
災
害
防
止
大
会
参
加

 　
（
静
岡
労
政
会
館
）【
参
加
者
14
名
】

10
／
23（
水
） 

三
者
合
同
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

　
（
小
笠
地
区
）【
磐
田
労
基
署・中
遠
農
林・協
会
安　

　

  

全
委
員（
小
笠
地
区
） 

参
加
者
10
名
】

理
事
会

委
員
会
等
報
告

■
令
和
元
年
度
建
退
共
制
度
普
及
協
力
者
に
対
す
る

　
理
事
長
表
彰

㈱
若
杉
組
 
（
掛
川
市
）

そ
の
他
表
彰

■
広
報
委
員
会

7
／
17（
水
） 

会
報「
つ
ち
お
と
第
146
号
」の
校
正

8
／
1（
木
） 

会
報「
つ
ち
お
と
第
146
号
」の
発
行　

8
／
28（
水
） 

会
報「
つ
ち
お
と
第
147
号
」の
編
集
計
画

9
／
18（
水
） 

会
報「
つ
ち
お
と
第
147
号
」の
編
集
会
議 

10
／
16（
水
） 

会
報「
つ
ち
お
と
第
147
号
」の
編
集
会
議  

表
　
彰

受
賞
、誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。今
後
、益
々

の
ご
活
躍
と
ご
発
展
を
祈
願
申
し
上
げ
ま
す
。

（
敬
称
略
）

■
令
和
元
年
度
優
秀
施
工
者
国
土
交
通
大
臣
顕
彰

■
静
岡
県
令
和
元
年
度
優
良
建
設
工
事
表
彰

■
静
岡
県
交
通
基
盤
部
長
表
彰

　
優
良
工
事
部
門
 

㈱
藤
本
組
 
（
掛
川
市
）

　
優
良
技
術
者
部
門
 
岩
倉
　
淳
 
㈱
永
井
組
 
（
袋
井
市
）

■
静
岡
県
経
済
産
業
部
長
表
彰

　
地
域
貢
献
部
門
 

㈱
山
田
 
（
掛
川
市
）

■
袋
井
土
木
事
務
所
長
表
彰

　
優
良
工
事
部
門
 

㈱
小
原
組
 
（
菊
川
市
）

　
 

㈱
鈴
恭
組
 
（
磐
田
市
）

　
優
良
技
術
者
部
門
 
柴
田
　
修
 
㈱
ア
キ
ヤ
マ
 
（
磐
田
市
）

 

小
塚
尚
生
 
㈱
大
浜
中
村
組（
掛
川
市
）

 

丹
羽
伸
孝
 
㈱
藤
本
組
 
（
掛
川
市
）

　
安
全
工
事
部
門
 

平
野
建
設
㈱
 （
磐
田
市
）

　
I
C
T
優
良
工
事
部
門
 ㈱
ア
キ
ヤ
マ
 （
磐
田
市
）

■
中
遠
農
林
事
務
所
長
表
彰

　
優
良
工
事
部
門
 

岡
田
建
設
㈱
 （
掛
川
市
）

 

㈱
藤
本
組
 
（
掛
川
市
）

　
優
良
技
術
者
部
門
 
杉
山
大
一
 
㈱
小
原
組
 
（
菊
川
市
）

　
 

柴
田
直
之
 
金
原
建
設
㈱
 （
掛
川
市
）

　
安
全
工
事
部
門
 

㈱
東
豊
興
業
 （
掛
川
市
）

 

㈱
三
井
組
 
（
御
前
崎
市
）

　
地
域
貢
献
部
門
 

㈱
鳶
宗
建
設
 （
磐
田
市
）

■
企
業
局
西
部
事
務
所
長
表
彰

　
優
良
技
術
者
部
門
 
星
野
博
昭
 
石
川
建
設
㈱
 （
磐
田
市
）

 

村
松
代
志
郎
 ㈱
永
井
組
 
（
袋
井
市
）

谷
髙
洋
二
 

㈱
ア
キ
ヤ
マ
　（
磐
田
市
）

■
令
和
元
年
度
静
岡
県
優
秀
施
工
者
知
事
褒
章

鷲
山
洋
一
 

㈱
ア
キ
ヤ
マ
　（
磐
田
市
）

平
尾
　
功
 

掛
川
土
建
㈱
　（
掛
川
市
）　

■
総
務・労
務
委
員
会

7
／
9（
火
） 　
第
１
回
労
務
委
員
会

　
県
立
磐
田
農
業
高
等
学
校
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施

　
（
受
入
会
員
の
調
整・生
徒
割
振
り
）

7
／
19（
金
）

　
第
10
回
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会【
参
加
者
72
名
】

8
／
27（
火
）〜 
29（
木
）

　
県
立
磐
田
農
業
高
等
学
校
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施

　
・実
習
生
14
名　
受
入
会
員
企
業
9
社

9
／
6（
金
）

　
「
建
設
業
に
対
す
る
労
働
時
間
等
説
明
会
」【
参
加
者
30
名
】

　
・改
正
労
基
法
及
び
改
正
安
衛
法
に
つ
い
て

　
・建
設
産
業
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
取
組
み
に
つ
い
て

　
【
講
師：磐
田
労
基
署
監
督
官・県
建
設
業
課
指
導　

　

 

契
約
班
長
】

9
／
12（
木
）

　
第
9
回
献
血
活
動【
献
血
者
47
名
】（
袋
井
建
設
業
会
館
駐
車
場
）

10
／
28（
月
） 

袋
井
建
設
業
協
会
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

　
【
参
加
者
１２
名（
懇
親
会
参
加
者
15
名
）】

狭山池

コマツ IoT センタ
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つちおとは、再生紙を使用しています。

http://w
w
w
.fukuroi-kenkyo.or.jp/

建設業年末年始労働災害防止強調月間 「無事故の歳末　明るい正月」令和元年12月1日～令和2年1月15日
つちおとはインターネット上でもご覧いただけます。袋井建設業協会サイトのトップページ（http://www.fukuroi-kenkyo.or.jp/top.html）左メニューの「広報紙」をクリックしてください。

官民合同パトロール

第33回袋井地区建設業安全大会　令和元年7月5日（金） ７5名参加 於：袋井建設業会館２階大会議室

令和元年度安全研修会　令和元年8月27日（火） ７1名参加 於：袋井建設業会館２階大会議室

実施日 10月23日（水）
参加者 10名
 監督署2名・中遠農林3名
 安全指導員5名
実施箇所 2箇所
 小笠地区（農林2箇所）

第56回 全国建設業労働災害防止大会

各方面から4名の講師により、労働安全衛生法に基づいた現場の安全管理や身近に起こり得る労働災害の防止、一年中懸念
される熱中症など、今後の現場管理に活かせる幅広い情報提供がなされ、参加者にとって有意義な研修会となった。

磐田労働基準監督署尾﨑副署長講評
広範囲の現場における一人作業は危険なため行わないこと。
KY活動の実施内容はより具体的に記載すること。

使用資材が結束され、法面を転
がらない工夫がされ、第三者が進
入できないようにされていた。

ビデ足場の段差について、注意
喚起措置を行うこと。

【優良事業場】 ㈱鈴恭組 / 竹初建設㈱
【功  労  賞】 竹林大造  南部建設㈱
【功  績  賞】 上田寿美  ㈱牧野組
　　　　　 松島利典  ㈱堀内土木

支部長表彰 安全標語・
けんせつ川柳入選本部安全衛生

表彰

すぐ直そう！！すぐ直そう！！これいい～ね！これいい～ね！

上田寿美　㈱牧野組
村松　徹　㈱鈴恭組

【前安全技能講習講師】
松下哲也　松村建設㈱
鈴木　潔　㈱鈴木工務店

【前安全指導者地区リーダー】

【佳作】 柳澤秀雄 丸明建設㈱/宮本洋志 乗松建設㈱

【佳作】
河原崎千夏
㈱増田組

■安全標語・けんせつ川柳入選作品 ■感謝状
【優秀賞】 正光建設㈱　磯部多加志
「建設業　昔どろんこ　今ドローン」

9月26日（木）～27日（金） 於：福岡国際センター 他
全国から4,700名参加/当会から14名参加

第46回 静岡県建設業労働災害防止大会
10月11日（金） 於：静岡労政会館　　静岡県内から300名参加/当会から14名参加

特別講演『南海トラフ地震への対応と今後の風水害の傾向 ～建設業への期待～ 』
　　　　　　　　静岡県危機管理部　危機管理監代理　石垣俊幸氏

■優良事業場賞
㈱落合組 / ㈱尾崎工務店
㈱鳶宗建設 / 丸明建設（株）

安全衛生コンサルタント
鈴木敬司氏挨拶：竹林安全委員長 建災防（長野県支部駐在）

若林茂樹安全管理士
袋井土木事務所
中村和弘検査監

建災防
中山勝義主任安全指導者

【優良賞】
㈱永井組

段差注意！の
表示をしよう

メンタルヘルス対策促進員　清水達也氏
「建設業におけるメンタルヘルス対策」

「自主的な安全衛生活動の
　　　　　向上のために」

「建設現場における
　労働災害防止について」

「県建設工事における
　工事事故防止について」

「熱中症予防対策について」

階段階段

表彰式 がんばろう三唱

功績賞代表で受賞する上田さん


